
 

おおた・ぜんさい 
 

漢学者、福山藩年寄格 

 

経 歴 

生：宝暦９年（１７５９年）、江戸福山藩邸生まれ 

没：文政１２年（１８２９年）６月１２日、享年７１歳、芝永平寺内威徳院に葬る 

－ － 山本北山に漢学を学ぶ 

安永４年（１７７５年） １７歳 初めて藩主阿部正倫公に謁する 

－ － 阿部正精公の近習となる 

天明６年（１７８６年） ２８歳 家督を継ぐ 

天明８年（１７８８年） ３０歳 正倫公より弘道館文学教授に任ぜらる 

天明８年（１７８８年） ３０歳 御講釈並びに御家中学問世話 

－ － 世子の小姓頭 

－ － 御側用役 

－ － 御側用人 

文化５年（１８０８年）閏６月８日 ５０歳 『韓非子翼毳』を完成 

文化１２年（１８１５年） ５７歳 『漢呉音図』を完成 

文化１４年（１８１７年） ５９歳 年寄格に進められる 

文政６年（１８２３年）正月２７日 ６５歳 致仕、家督を養子の藤七郎に譲り隠居し江戸に住む 
 

 

生い立ちと学業、業績 

太田全斎、諱は方・経方、通称八郎、字を叔亀といい、全斎はその号である。宝暦９年（１７５９

年）江戸福山藩邸に生まれた。福山藩士太田藤蔵の四子。 

 

漢学の師は山本北山（１７５２年～１８１２年）であり、同門に太田錦城・小川泰山・近藤正斎

（重蔵、北方探検家）らがいて交わりを結んだ。従って学統としては折衷学派に属する。 

 

天明８年（１７８８年）、阿部正倫により文学教授に任ぜられた。阿部正精の代に、側用役勝手

掛から年寄に進められ、前後３６年の勤務の後、文政６年（１８２３年）正月２７日致仕（６５歳）、



その後ももっぱら江戸に住み、文政１２年（１８２９年）６月１２日没した。享年７１歳。芝永平寺

内威徳院に葬る。 

 

全斎は篤学で、よく諸子の学に通じていたが、多くの著作の内もっとも著名なのは『韓非子翼

毳（２０巻）』であり、韓非子註解書中の白眉といわれている。また文化１２年（１８１５年）刊行の

『漢呉音図（３巻）』があり、これによって当時、音韻学の泰斗とされた。 

 

そのほか『呂氏春秋折諸（りょし・しゅんじゅう・せっしょ）（１０巻）』、『墨子考要（４巻）』、『古今諺叢（３２

巻）』など、木版活字による貴重本が遺されている。   （出典１～６） 

 

誠之館所蔵品 

管理№ 氏  名 名  称 制作／発行 日 付 

００２４２ 太田全斎 著 『韓非子翼毳（２０巻）』 － 
文化５年 

（１８０８年） 

００２４３ 太田全斎 著 『漢呉音図（３巻）』 － 
文化１２年 

（１８１５年） 

００２４４ 太田全斎 著 『諺苑（げんえん）』 養徳社 
昭和１９年 

（１９４４年） 

０３２２０ 妹尾啓司 著 『太田全斎伝』 
広島県福山誠

之館高等学校 

昭和３０年 

（１９５５年）ごろ 

０３０５４ 村上正名 著 
『備後人物風土記－歴史をつくった人々

－』 
歴史図書社 

昭和５２年 

（１９７７年） 

０４８３０ 北村孝一 著 

『青淵（平成２４年７月号）』 

「ことわざ・俗語研究の先駆者－太田全斎

と『俚言集覧』」 

渋沢栄一記念

財団 

平成２４年 

（２０１２年） 

出典１：『誠之館記念館所蔵品図録』、７１頁、福山誠之館同窓会編刊、平成５年５月２３日 

出典２：『太田全斎伝』、妹尾啓司著、広島県福山誠之館高等学校刊、昭和３０年ごろ 

出典３：『今昔物語 福山の歴史（上巻）』、２０３頁、村上正名著、歴史図書社刊、昭和５３年１１月２０日 

出典４：『備後人物風土記－歴史をつくった人々－』、２４８頁、村上正名著、歴史図書社刊、昭和５２年１０月３１日 

出典５：『福山の今昔』、１５７頁、濱本鶴賓著、立石岩三郎刊、大正６年４月２６日 

出典６：『青淵（平成２４年７月号）』、１８頁、 「ことわざ・俗語研究の先駆者－太田全斎と『俚言集覧』」、北村孝一著、渋沢栄一

記念財団編刊、平成２４年７月１日 

２００５年３月２４日更新：所蔵品・出典●２００６年１月１１日更新：経歴・本文・所蔵品・出典●２００６年６月１６日更新：タイトル・

所蔵品●２００７年３月２７日更新：所蔵品●２００８年２月６日更新：経歴・本文●２００８年１１月１４日更新：本文・その他の著書・

出典●２００８年１１月１７日更新：誠之館所蔵品●２００８年１１月２６日更新：経歴・誠之館所蔵品・出典●２０１０年３月１９日更

新：誠之館所蔵品・著書→探しています●２０１４年３月１５日更新：誠之館所蔵品・探しています・出典● 

 


